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が
ん
ば
っ
て
ま
す
！
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古
典
文
学
講
座

古
典
文
学
講
座

古
典
文
学
講
座

古
典
文
学
講
座    

 

九
月
二
十
七
日
か
ら
十
二
月
六
日
ま
で

六
回
の
予
定
で
古
典
文
学
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
事
前
に
申
し
込
ま
れ
た
二
十
一

人
が
受
講
。
講
師
に
は
岡
田
洋
三
氏
を
迎
え

て
、
「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声 

諸
行
無
常
の

響
き
あ
り
・
・
・
・
」
で
お
な
じ
み
の
、
古

典
文
学
の
代
表
作
「
平
家
物
語
」
を
勉
強
し

て
い
ま
す
。 

 

参
加
者
は
、
学
生
時
代
を
彷
彿
さ
せ
る
よ

う
に
、
熱
心
に
受
講
さ
れ
て
い
ま
す
。 

さ
つ
ま

さ
つ
ま

さ
つ
ま

さ
つ
ま
芋
掘
芋
掘
芋
掘
芋
掘
り
を
り
を
り
を
り
を
体
験
体
験
体
験
体
験
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．
．
．
．
．
．
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十
月
七
日
、
十
五
回
目
を
迎
え
た
恒
例
の
『
高
龍
寺
登
山
ま
つ
り
』
を
尉
ヶ
畑
区
と

協
力
し
て
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
の
事
業
は
、
ふ
る
さ
と
登
山
交
流
大
会
事
業
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
今
回
は
、
例
年
に
な
い
好
天
に
恵
ま
れ
、
遠
く
は
京
田
辺
市
を
は
じ
め
、
京
丹 

 

十
月
八
日
か
ら
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー
八
会
場
で
、
青
少
年

育
成
「
地
域
の
つ
ど
い
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
ア

ニ
メ
映
画
『
ピ
ピ 

と
べ
な
い
ホ
タ
ル
』
の
上
映
を
通
し
て
、 

スポーツスポーツスポーツスポーツのののの秋秋秋秋！！！！    

高
龍
寺
ヶ
岳
に
百
六
十
七
人
が
登
頂 

初
秋
の
自
然
を
満
喫
！ 

～芋掘りと秋の自然アートに挑戦❢  

 

当
日
、
山
頂
か
ら

飛
ば
し
た
風
船
は
、

遠

く

離

れ

た

愛

知

県

一

宮

市

へ

着

い

て
い
ま
し
た
。 

 

九

十

歳

の

女

性

の
方
か
ら
、
割
れ
た

風

船

と

と

も

に

拾

っ

た

メ

ッ

セ

ー

ジ

が
届
き
ま
し
た
。 

 
 

風
船
は
愛
知
県
へ

．
．
．
．
．
．
． 

高
龍
寺
登
山
ま
つ
り 

第１５回  

 

後
市
内
や
兵
庫
県
な
ど
の
近
隣
の
市
町
よ
り
、
三
歳

の
子
ど
も
か
ら
八
十
一
歳
の
高
齢
者
ま
で
の
百
六

十
七
人
が
参
加
、
六
百
九
十
七
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
を 

 

 

親と子のふるさと教室 

 

☆
登
山
に
よ
り
自
分
の
健
康
状
態
を
確

認
で
き
た
。
明
日
か
ら
、
健
康
な
人

生
が
始
ま
る
思
い
で
す
。 

☆
登
山
道
の
整
備
（
一
部
舗
装
）
が
さ

れ
て
い
た
。
地
元
の
努
力
に
感
謝
し

て
い
る
。 

☆

よ

い

天

候

に

恵

ま

れ

大

変

よ

か

っ

た
。 

 

各
種
団
体
に
よ
る
郷
土
色
豊
か
な
交
流
バ
ザ
ー
、
そ

し
て
、
朝
日
公
園
で
は
、
「
権
現
さ
ん
祭
り
」
と
し

て
、
奉
納
子
ど
も
相
撲
大
会
や
餅
ま
き
な
ど
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
府
県
を
越
え
た
広
域
的
な
交

流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。 

め
ざ
し
な
が
ら
、
初
秋
の

高
龍
寺
ヶ
岳
の
自
然
を
満

喫
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

頂
上
か
ら
い
っ
せ
い
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
風
船
を
上
げ
る

と
、
青
一
色
の
空
は
、
多

彩
な
色
ど
り
へ
と
変
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
あ
じ
さ
い
公
園

で
は
、
地
元
尉
ヶ
畑
区
の 

 

～
．

参加者から
．．．．．

の声～
．．．

 

 

十
月
二
十
一
日
に
、
第
３
回
親

と
子
の
ふ
る
さ
と
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。 

秋
晴
れ
の
中
、
十
五
家
族
・
四

十
六
名
が
参
加
。 

今
回
は
、
『
秋
の
自
然
を
満
喫

す
る
』
を
テ
ー
マ
に
、
永
留
国
営 

  
麻
布
に
ど
ん
ぐ
り
や
ポ
プ
リ
、
木
の

枝
な
ど
を
ボ
ン
ド
で
貼
り
付
け
、
重
い

ま
つ
ぼ
っ
く
り
な
ど
は
細
い
針
金
を
使

っ
て
付
け
ま
し
た
。 

親
子
で
相
談
し
な
が
ら
の
協
同
作
業

に
よ
り
、
十
五
家
族
・
十
五
種
類
、
色
々

な
ア
イ
デ
ア
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。 

くみはまの秋の自然を満喫～  

農
地
で
さ
つ
ま
芋
堀
り
を
体
験
し
ま
し
た
。 

長
く
続
く
畑
の
畝
い
っ
ぱ
い
に
並
び
芋
掘
り
を
開
始
。

掘
り
進
む
ご
と
に
次
々
と
大
き
な
芋
が
姿
を
現
し
、
畑

の
中
は
大
き
な
歓
声
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

収
穫
し
た
採
り
た
て
の
さ
つ
ま
芋
は
、
ウ
ッ
ド
ヘ
キ

サ
で
焼
き
芋
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。 

秋秋秋秋
のののの
木木木木
のののの
実実実実
でででで
壁
掛
壁
掛
壁
掛
壁
掛
け
づ
く
り

け
づ
く
り

け
づ
く
り

け
づ
く
り

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．    

芋
掘
り
体
験
の
あ
と
は
、
ウ
ッ
ド
ヘ
キ
サ
の
工
房
で
、

ど
ん
ぐ
り
や
ま
つ
ぼ
っ
く
り
な
ど
の
木
の
実
を
使
っ
て

壁
掛
け
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。    

地地区区別別映映画画会会をを開開催催  

 

「

ピ

ピ
」
の
勇
気
に
感
動
！

    

思
い
や
り
の
心
に
つ
い
て
考
え
て
も

ら
お
う
と
実
施
し
た
も
の
で
、
そ
れ

ぞ

れ

の

地

区

に

百

八

十

六

人

が

参

加
。
秋
の
夜
の
ひ
と
時
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「
い
じ
め
」
っ
て
だ
め
だ
な
あ
と

思
っ
た
。
感
動
し
ま
し
た
。
と
て

も
い
い
お
話
で
し
た
。
（
小
学
生
） 

青青少少年年育育成成地地域域ののつつどどいい  

「９０歳頑張っています。お守りください。」 
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芸術の秋 

そ
の
後
は
、
文
化
協

会
加
入
団
体
に
よ
る
、

踊

り

歌

謡

曲

・

太

極

拳
・
大
正
琴
・
謡
曲
な

ど

次

々

と

発

表

が

繰

り

広

げ

ら

れ

て

い

き

ま
し
た
。 

客
席
の
中
に
は
、
曲

に

合

わ

せ

て

口

ず

さ

む
人
、
か
け
声
を
か
け

る

人

な

ど

ス

テ

ー

ジ

と

客

席

と

が

一

体

と

な
っ
て
、
盛
り
上
が
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。 

文
化
祭
合
同
公
演
を
開
催 

10月28日  
久
美
浜
町
文
化
祭
の
合
同
公
演
は
、
十
月
二
十
八
日
（
日
）

に
、
久
美
浜
小
学
校
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
二
百
五
十
二
人
の
来
場
者
が
あ
り
、
午
後
五
時
三

十
分
の
開
演
時
か
ら
、
用
意
し
た
椅
子
が
す
で
に
満
席
！
会

場
内
は
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
よ
さ
こ
い
踊
り
で
賑
や
か
に
ス
タ
ー

ト
。 

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
社
交
ダ

ン
ス
サ
ー
ク
ル
の
華
や
か
な

ダ
ン
ス
で
終
了
し
ま
し
た
。 

十
一
月
二
日
に
は
、
豪
商
稲
葉
本
家
和
室
で
、

京
丹
後
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
の
小
山

元
孝
氏
を
講
師
と
し
て
『
再
発
見
！
久
美
浜
の

仏
像
～
市
史
編
さ
ん
の
調
査
か
ら
～
』
と
題
し 

歴
史
講
演
会

歴

史

講

演

会

歴
史
講
演
会

歴
史
講
演
会
ををを

を

開
催
開
催
開
催
開

催

    

た
歴
史
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日

の
来
場
者
は
三
十
一

人
。
講
演
で
は
、
頷

き
な
が
ら
興
味
深
く

聞
き
入
る
参
加
者
の

姿

が

印

象

的

で

し

た
。 

お知らせ 

合
同
公
演
の
会
場
で
、
座
布
団
２
組

の
忘
れ
物
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
展
示
会
場
で
も
、
タ
オ
ル
・

帽
子
・
子
供
の
靴
・
紳
士
革
靴
の
忘
れ

物
が
あ
り
ま
し
た
。 

久
美
浜
地
域
公
民
館
で
預
か
っ
て

い
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

☎ 

六
九
―
〇
六
六
六 

二
百
五
十
二
人
が
来
場    

久久美美浜浜町町文文化化祭祭  

久
美
浜
町
文
化
祭
は
、
十

一
月
三
日
・
四
日
の
二
日
間

に
わ
た
り
、
久
美
浜
小
学
校

体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。 

文
化
祭
初
日
は
、
天
候
に

も
恵
ま
れ
て
多
く
の
来
場
者

が
あ
り
、
二
日
間
で
千
三
十

七
人
と
な
り
ま
し
た
。 

会
場
で
は
、
児
童
・
生
徒 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

＝＝＝＝囲碁大会囲碁大会囲碁大会囲碁大会＝＝＝＝    
１１月４日に、農業セン

タ ー で 囲 碁 大 会 が 開 催 さ

れました。 

当日の参加者は、４２人

で、一番一番に熱が入り、 

会 場 内 は 熱 気 に 包 ま れ て

いま 

した。 

茶
道
裏
千
家

茶
道
裏
千
家

茶
道
裏
千
家

茶
道
裏
千
家
おおおお
茶
会
茶
会
茶
会
茶
会
をををを
開
催
開
催
開
催
開
催 

十
一
月
三
日
に
、
豪
商
稲 

葉
本
家
吟
松
舎
で
お
茶
会 

が
あ
り
ま
し
た
。 

当
日
は
、
二
百
六
十
人 

余
り
の
来
場
。
一
席
一
席 

で
「
待
ち
」
が
出
る
ほ
ど 

の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。 

 

筝
曲
演
奏
会

筝
曲
演
奏
会

筝
曲
演
奏
会

筝
曲
演
奏
会
をををを
開
催
開
催
開
催
開
催 

十
一
月
三
日
に
、
豪
商
稲 

葉
本
家
和
室
で
筝
曲
演
奏 

会
が
あ
り
ま
し
た
。 

当
日
は
、
三
十
七
人
が 

来
場
し
、
筝
曲
の
奏
で
る 

音
色
を
バ
ッ
ク
に
優
雅
な 

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で 

き
ま
し
た
。 

＝＝＝＝短歌会短歌会短歌会短歌会＝ 
１１月１５日に、農業セ

ン タ ー で 短 歌 会 が 開 催 さ

れました。 

 当日は 19 人が参加。先

生を囲み、一句一句熱心に

意 見 交 換 を さ れ て い ま し

た。 

豪商稲葉本家会場 

 

～～～～久美浜小学校久美浜小学校久美浜小学校久美浜小学校でででで開催開催開催開催    

の
作
品
展
や
一
般
公
募
の
作
品

を
展
示
。
ま
た
、
今
年
か
ら
別
の

会
場
へ
展
示
し
て
い
た
文
化
協

会
員
の
作
品
展
示
も
会
場
一
杯

に
展
示
さ
れ
、
来
場
者
は
、
子
供

か
ら
大
人
ま
で
の
多
彩
な
出
展

作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 


